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タイプ
ａ ｔ

（ｍｍ）
ｄ Ｊ

フレームベース

寸法

種　類Ａ 立上がり筋Ｄ

寸　法配　　　筋

フープ筋

（ｍｍ）

形状・材質

溶　接

形状・材質

ベースパックグラウト（グラウト材）の注入

基礎工事

アンカーボルトフレームの据付け

標準据付け寸法

アンカーボルト・ナット・定着座金

柱脚の定着方法概要

（財）日本建築センターによる一般評定「 B C J 評定 - S T 0 0 9 3 - 0 3 」（平成 1 8 年 4 月 2 8 日付）

建　方

配筋およびコンクリート打設

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

Ｇ

Ｒ

フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（６ k g ）に対して、計量カップ

グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材がふき出るまで行う。

完全溶込み溶接の開先標準

図 溶接姿勢

ベ－スプレ－ト

Ｇ

１．工法概要

１．１

α
１

１．２

角形鋼管 岡部株式会社 旭化成建材株式会社

T E L ０３（３６２４）５３３６

       （グラウト材）

  （コンクリートアンカー）

２．柱

３．１

３．２

３．ベースプレート

ＢＣＲ２９５

ＳＴＫＲ４００

ＢＣＰ２３５

採   用

( J A S S 6 鉄骨工事による )

≧６

７ －２，＋制限なし

Ｇ －２，＋制限なし

２Ｒ －２，＋１

９

－ 5 °，＋制限なし４５゜

２Ｒ －２，＋１

－５，＋制限なし３５゜

種  類

下向き

柱部材の適用

Ｇ

≧６

－２，＋制限なし

Ｇ －２，＋制限なし

２Ｒ －２，＋１

４５゜

２Ｒ －２，＋１

３５゜

下向き

６

７

●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接 )

■検  査  方  法  ：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施  工  管  理  ：８．本工法の施工及び施工管理参照。

４．アンカーボルト・ナット・定着座金及び標準据付け寸法

配　筋

４．１

４．２

６．２

５．注入座金

５．１

７．工事場施工
７．１

７．２

７．３

７．４

７．５

７．６

８．本工法の施工及び施工管理

行う。

位置決めは、テンプレートの中心線と地墨の柱芯を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

レベルモルタルはベースパッ

クグラウト（グラウト材）

を使用し、大きさは右図による。

寸　　　　法

６．３ 基礎立上がり

アンカーボルトフレームの組立ては、４隅のアンカーボルト４本で組立てを

本締めは弛み止めを目的とし、ダブルナットを標準とする。
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構成部材

６．コンクリート柱型

●鉄　　　　筋：ＳＤ２９５（Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６）
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４－Ｍ２７

４－Ｍ２７

４－Ｍ３０

４－Ｍ３３

８－Ｍ２７

８－Ｍ３０

８－Ｍ３３

８－Ｍ３０

８－Ｍ３３

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

ＰＭ２７

種  　類

( 記号 )

Ｍ３３

Ｍ３６

８０

８０

１１０

適用アンカ－ボルト
a b

１８

１８

３４

３７

c d

材　質

ＳＤ４９０

材　質

（降伏比７５％以下）
（降伏比７５％以下）

Ｍナット

図．フレームベース形状

材　質

ＳＳ４００

注
4
）

　　　　　　　　ＳＤ３４５（Ｄ１９，Ｄ２２）

■組　　立

本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

Ｍ２７

Ｍ３０ＰＭ３０

ＰＭ３３

ＰＭ３６

３１

２８

１０１７４

７４ １０１

１８

１８

ＰＭ３３

ＰＭ３０

ＰＭ３３

ＰＭ３６

１１０

D d

D

D

材質

t

d

適用アンカ－ボルト

定着座金

－ 5 °，＋制限なし

－ 5 °，＋制限なし

アンカーボルト

ベースパックⅠ型

ベースパック柱脚工法　標準図

 □－１７５×１７５

６．コ  ン  ク  リ  ー  ト  柱  型５ . 注入座金

２

鋼   種

●ベースプレートの中心線（ ｹ ｶ ﾞ ｷ 線）に柱材軸芯を合わせる。

ＳＤ４９０

ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者等による。

２３５

２９５

T E L ０３（５４７３）５３１６

６６５ , ７１５

７１５ , ７５５ , ７９５

７１０ ,７５５

１０８ ,１５３

１０８ , １５３

９３ , １１３ ,１５３

２

採   用

で　　　　　　の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

10 ベースプレート

9 ステコンアンカー

8 フレームベース

7 フレームポスト1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト

5 定着座金

6 テンプレート

(注)上記  1  ～  10  の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記  6  ～   9 　は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1010

４．ア ン カ ー ボ ル ト３．ベ　ー　ス　プ　レ　ー　ト

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

Ｍ３６

２２

２４

２６

２９

Ａ

４１

４６

５０

５５

４７

５３
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６４

（ｅ）

M 2 7

M 3 0

M 3 3

M 3 6

5 5

5 5

6 0

6 5

9

9

9

1 2

3 1

3 1

3 4

3 7

t

S S 4 0 0

Ｆ値２９５Ｎ / ｍｍ  以下用

□－１５０×１５０  ～  □－３００×３００  用

６５０ , ６９５

６５０ , ６９５

６９５ , ７７５

７４０ , ７７５

４５

４５

４５

６０

Ｄ３２

Ｄ３５

Ｄ２９

Ｄ３８

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

Ｍ３６
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寸法(ｍｍ) (ｍｍ)

50mm以下

基礎立上がり高さは50mm以下とする。

9
0
以
上

150以上

3
0

●コンクリ－ト：Ｆｃ＝21N／mm　以上
２

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

本工法のうち７.２アンカーボルトフレームの据付け及び７.６ベースパッ

クグラウトの注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資

格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

クシート等により施工管理を行うものとする。
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基  本  寸  法　（ｍｍ )

柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

2 0 0 7 年 1 2 月作成

5 0 （注６）

（注７）

注７）基礎梁を柱芯合わせにする場合、（   ）内最小寸法値を使用する事もできる。

注８）ｈ寸法とは、ベースパック本体高さ（フレームベース
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      柱型の高さ）により異なる。
注２）ベースパック：１５－０９Ｒ～２０－１２Ｒに使用。

注４）基礎立上がりがある場合、６．３を参照。

注５）ベースパック：２５－０９Ｒ～３０－１９Ｒに使用。
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符　号 F G1 . F G2 F B 1

位　置 全断面 全断面 全断面

F G3

特記事項

Ｄ１０－＠１０００幅　止　筋

・ 地 耐 力

上記地耐力が確認できない場合は基礎の設計変更をする

設計許容地耐力　 5 0ｋＮ／㎡　（長期）

・土間コンクリ－ト

土間コンクリート天端は意匠図による

厚さ1 5 0  D1 0 - @2 0 0  S . C　　　　　土間コンクリ－トを示す

・鉄　　　　骨

使用材料

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

　 ( D 1 6以下）

　 ( D 1 9以上）

ＨＴＢ  　　：　Ｓ１０Ｔ認定品

　　梁　　  　：　ＳＳ４００

・コンクリ－ト

・鉄　　　筋

Ｆｃ＝２１

ダイヤフラム　：　ＳＮ４９０Ｃ

（角形鋼管）

（Ｈ形綱）

地中梁主筋配筋要領

　　柱　　  　：　ＢＣＲ２９５

 　  　：　S S 40 0

屋根葺材 　ガリバリウム鋼板横葺厚０． 4　　

　　　　　剛接合を示す

　　　　　　ジョイント位置を示す

水平ブレース　 1 - M 1 6 ｸ ﾛ ｽ （端部P L － 9　F B 　 6 x 6 0　H T B  1 －M 1 6）
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腰壁（Ｗ１5）配筋図 （ｘ方向梁）ｙ方向梁

（F G2 . 3）

（ｘ方向梁）

（F G1 . F B 1）
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下図の通り加工する場合はこの限りではない。
入荷したＨ形鋼を実測しパネルゾーンを

H - 2 4 4 x 1 7 5 x  7 x 1 1

H - 2 4 4 x 1 75 x  7 x 1 1

H - 2 00 x 1 0 0 x 5 . 5 x  8

H - 2 0 0 x 1 0 0 x 5 . 5 x  8
H - 2 0 0 x 1 0 0 x 5 . 5 x  8 H - 2 0 0 x 1 0 0 x 5 . 5 x  8

H - 3 5 0 x 1 7 5 x  7 x 1 1

A 2 3
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